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成
年
後
見
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用
具
購
入
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宅
改
修

そ
の
他

19年度

18年度

17年度

16年度

　
社
会
貢
献
事
業
は
、
平
成
１
６
年

度
よ
り
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
計

持
つ
専
門
的
相
談
機
能
を
活
用
、
き

め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
現
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
等
の
専
門
相

談
窓
口
等
と
連
携
し
、
要
援
護
者
の

自
立
生
活
を
目
指
す
上
で
の
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

社
会
貢
献
事
業
の
活
動
、
多
分
野
に

及
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
促
進
を
通

じ
て
、
地
域
だ
け
で
、
行
政
だ
け
で

も
解
決
し
得
な
か
っ
た
課
題
の
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
社
会
貢
献
事
業
に
お
け
る
経
済
的

援
助
は
、
各
老
人
福
祉
施
設
か
ら
の

拠
出
金
（
４
年
間
で
約
２
億
９
千
万

円
）
を
原
資
と
し
、
必
要
に
応
じ
て

援
助
し
て
い
ま
す
。
こ
の
社
会
貢
献

基
金
を
活
用
し
た
経
済
的
援
助
対
象

者
の
特
徴
が
表
①
で
す
。

　
対
象
者
は
老
人
福
祉
施
設
が
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
り
、
高
齢
者
が
最
も
多
く
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
以
外
の
相
談

件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
中

で
も
「
母
子
・
寡
婦
」
や
「
Ｄ
Ｖ
」

「
虐
待
」
「
精
神
障
が
い
」
に
関
す

る
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
経
済
的
援
助
を
行
っ
た
場
合
の
支

援
内
容
は
表
②
の
と
お
り
、
「
食
材

ー
ビ
ス
に
よ
る
経
済
的
援
助
、
基
金

を
活
用
せ
ず
と
も
社
会
貢
献
事
業
に

取
り
組
む
老
人
福
祉
施
設
に
あ
る
缶

詰
等
を
緊
急
に
用
立
て
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
次
い
で
「
家
賃
・
引
越
し
」

（
２
１
．
８
％
）
「
医
療
費
」
（
１

８
．
１
％
）
が
目
立
ち
ま
す
。
各
種

滞
納
の
中
で
家
賃
を
長
期
滞
納
し
た

場
合
は
退
去
命
令
が
出
さ
れ
た
り
、

強
制
的
に
住
宅
管
理
会
社
に
鍵
を
付

け
替
え
ら
れ
た
り
し
て
家
を
閉
め
出

さ
れ
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

医
療
費
が
多
い
理
由
と
し
て
は
経
済

的
な
困
窮
状
態
が
続
い
た
場
合
、
医

療
を
手
控
え
る
こ
と
が
多
い
た
め
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
「
医
・
食
・

住
」
は
緊
急
を
要
す
る
支
援
で
あ
る

た
め
、
特
に
福
祉
事
務
所
等
と
よ
く

連
携
し
て
経
済
的
援
助
の
活
用
を
含

め
て
危
機
介
入
的
な
支
援
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

等
生
活
支
援
」
が
最
も
多
く
、
全
体

の
約
３
０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
地

域
で
社
会
貢
献
事
業
が
周
知
・
浸
透

し
て
い
く
中
で
、
極
度
の
困
窮
状
態

に
あ
る
要
援
護
者
に
対
し
て
、
既
存

制
度
の
利
用
ま
で
の
一
時
的
な
援
助

と
し
て
緊
急
対
応
す
る
事
例
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
社
会
貢
献
基
金
を

活
用
し
て
の
買
い
物
同
行
や
配
食
サ

　
実
施
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
事
業

の
実
践
と
共
に
、
社
会
貢
献
事
業
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
、
報
告
書

や
「
福
祉
お
お
さ
か
」
な
ど
の
広
報

Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
地
域
の
関
係
諸
機
関

へ
の
事
業
周
知
も
進
み
、
そ
の
結
果
、

社
会
貢
献
事
業
の
「
総
合
生
活
相
談

機
能
」
と
し
て
の
役
割
が
各
専
門
機

関
に
理
解
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
、
表

③
の
通
り
、
平
成
１
９
年
度
の
経
済

的
援
助
の
紹
介
経
路
は
「
行
政
」
や

度
や
サ
ー
ビ
ス
）
で
は
利
用
要
件
が

合
わ
な
か
っ
た
り
幅
が
広
く
、
適
用

ま
で
に
時
間
が
か
か
る
、
問
題
を
把

握
し
て
も
業
務
範
囲
か
ら
外
れ
て
し

ま
う
と
い
っ
た
場
合
に
社
会
貢
献
事

業
に
多
く
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
複
合
的
な
課
題
を
抱
え

た
要
援
護
者
は
地
域
で
孤
立
し
て
い

る
場
合
が
多
い
の
で
、
社
会
貢
献
事

業
で
は
少
し
で
も
問
題
が
把
握
さ
れ

た
場
合
は
訪
問
相
談
を
繰
り
返
し
、

必
要
な
相
談
機
関
へ
同
行
す
る
、
と

い
っ
た
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
、
措
置

か
ら
契
約
に
変
わ
り
、
多
様
な
経
営

主
体
の
参
入
が
認
め
ら
れ
、
イ
コ
ー

ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
論
が
出
て
き
た
現

在
、
社
会
福
祉
法
人
は
目
に
見
え
る

か
た
ち
で
公
益
活
動
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
大
阪
府
社
会
福
祉
審
議
会
に
よ
る

大
阪
府
知
事
へ
の
意
見
具
申
（
平
成

１
５
年
９
月
）
で
は
、
社
会
福
祉
法

人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
さ
せ
て
「
新
た
な
公
」
と

し
て
「
総
合
生
活
相
談
機
能
」
を
付

加
し
、
「
地
域
福
祉
の
核
」
の
ひ
と

つ
と
し
て
市
町
村
の
地
域
福
祉
計
画

に
お
い
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を

目
指
し
、
大
阪
府
は
こ
れ
を
支
援
す

る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
貢
献
事
業
は
社
会
福
祉
法
人

の
新
た
な
公
の
活
動
と
し
て
、
そ
し

て
地
域
に
お
け
る
共
助
の
活
動
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
一
役
を
担
い
ま
す
。

　
多
重
債
務
、
就
労
や
精
神
障
が
い
、

母
子
・
寡
婦
等
に
関
わ
る
課
題
が
集

中
し
、
事
例
は
困
難
を
極
め
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
現
代
の
貧
困
問
題
、
社

会
的
排
除
問
題
の
一
端
を
表
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
ら
は
単
に
何

ら
か
の
資
源
に
つ
な
げ
ば
解
決
す
る

と
い
う
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
具
体
的
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
と
並
行
し
て
、
心
理
的
な

支
援
も
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
ら
は
個

人
の
問
題
と
し
て
片
付
け
る
の
で
は

な
く
、
切
迫
し
た
生
活
に
追
い
詰
め

ら
れ
た
原
因
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

何
が
機
能
し
て
い
な
い
の
か
を
慎
重

に
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

表①平成１９年度経済的援助対象者の特徴

（件）

（件）

表②　経済的援助の支援内容

表④平成１９年度経済的援助の方向性（件）

表③平成１９年度経済的援助事例の紹介経路
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介
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　　　　　　今
後
の
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題

４年間の成果と実績

新たな公を担う社会福祉法人

第４号 平成２０年１０月１日　老人施設部会 社会貢献事業 広報誌

○社会貢献推進室（担当；石田、堤添）

TEL
FAX

：  06-6762-9488
：  06-6762-9472

TEL
FAX

：  06-6762-9001
：  06-6768-2426

○施設福祉部　（担当；吉川、梅木）

〒542-0065 大阪市中央区中寺1-1-54
大阪社会福祉指導センター内

○コミュニティーソーシャルワーカー研修会
　　１日目　 ： 11月20日（水）
　　２日目　 ： 12月 1日（月）
　　　　　 （両日とも新梅田研修センター）
＜内容＞
　地域の様々な社会資源とその活用方法、生活保護
をはじめとした既存制度のしくみとつなぎ、相談援
助にあたる際の基本的知識と技術、また人権と権利
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大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
　
老
人
施
設
部
会
で
は
制
度
の
狭
間
に
埋
も
れ

て
既
存
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
を
援
助

す
る
社
会
貢
献
事
業
を
推
進
し
、
地
域
の
関
係
諸
機
関
へ
の
事
業
周
知
も
進

ん
で
き
ま
し
た
。
実
施
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
問
題
は
高
齢
者
問
題
に
留
ま

ら
ず
、
低
所
得
問
題
、
母
子
・
寡
婦
問
題
、
社
会
的
孤
立
、
虐
待
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
、
課
題
の
多
様
さ
、
深
刻
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
４
年
間
の
成
果
及
び
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
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383
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37    49    32   37    23     82

な
場
合
は
経
済
的
援
助
（
現
物
支
給
）

も
行
う
事
業
と
し
て
展
開
を
し
て
い

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
は
排
除
さ
れ
が
ち
な
制

度
の
狭
間
に
い
る
地
域
の
要
援
護
者

に
対
し
て
審
判
的
に
向
か
い
合
う
の

で
は
な
く
、
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
事
情
を
共
感
的
に
理
解
す

る
姿
勢
を
持
ち
、
要
援
護
者
に
寄
り

添
っ
て
援
助
の
プ
ロ
セ
ス
を
歩
む
こ

と
を
心
掛
け
、
要
援
護
者
の
自
己
決

定
の
権
利
を
尊
重
し
ま
す
。
そ
し
て

信
頼
関
係
を
構
築
、
家
庭
へ
直
接
訪

問
し
、
生
活
実
態
を
把
握
し
施
設
の
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①　訪問を原則とし

②　その人の住まいで
　　向き合って状況を把握

③　解決方法を模索し

　　関係機関を訪問

④　その人に寄り添い

　　同じ立場で課題を共有

⑤　自らの感性と相談

　　技術により

⑥　民間と活動として
　　制度にとらわれず対応

⑦　必要と判断すれば

　　経済的援助を行う

アウトリーチアウトリーチ

課題の発見課題の発見

フットワークフットワーク

課題解決のパートナー課題解決のパートナー

福祉性・専門性福祉性・専門性

自由・柔軟性自由・柔軟性

解決手段を持った活動解決手段を持った活動

CSWあるべき姿

社会貢献支援員　相談件数の推移

４
３
１
施
設
）
が
地
域
社
会
に
対
す

る
公
益
活
動
と
し
て
約
４
０
０
名
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
施
設
に
配
置
し
、
大
阪
府
社

会
福
祉
協
議
会
が
雇
用
す
る
４
８
名

の
社
会
貢
献
支
援
員
と
と
も
に
地
域

で
の
総
合
生
活
相
談
を
行
い
、
必
要

（件）

「
市
区
町
村
社
協
」

「
中
学
校
区
Ｃ
Ｓ

Ｗ
」
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
関
係
諸
機

関
か
ら
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

特
に
行
政
か
ら
の

相
談
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

行
政
と
い
っ
て
も

幅
が
広
く
、
高
齢

福
祉
担
当
課
を
始

め
、
障
が
い
福
祉

担
当
課
、
児
童
福

祉
担
当
課
、
生
活

保
護
担
当
課
、
生

活
資
金
貸
付
担
当

課
等
々
、
各
部
署

か
ら
多
岐
に
わ
た

る
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
の
場
合
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
、

団
体
で
対
応
で
き

る
社
会
資
源
（
制

平成１６年度

１，２４３件

平成１７年度

３，６０１件

平成１８年度

４，６１８件

平成１９年度

５，３４２件

延
べ
相
談
件
数
　
　
件

１５,０００

１,９７９件 １,２７０件 ６１０件 １９０件 １,２９３件

平成１９年度相談者別件数

高齢者 障がい者 母子・寡婦 児童
その他

（複合課題等）


